


目的

海と山を繋ぐ中山間部地域に暮ら
すサンショウウオの保護を通して、
耕作放棄地が増え荒れゆく中山間
部の自然再生を行う。



現状

保護する必要がある



サンショウウオが住める環境に戻す



調査地点

■定義林道
標高500ｍの林道わきの湧水が
作る水たまり

■朴沢
里山の耕作放棄地脇の水路

■水の森キャンプ場
キャンプ場と山の境にある側溝



表－１ 産卵期間・孵化期間の推定

調査結果



調査結果

2021.04.03 定義林道

クロサンショウウオの卵のうトウホクサンショウウオの卵のう

2021.05.23 朴沢

2021.03.27 朴沢

ヤマアカガエルの卵のう

2021.06.20 定義林道

モリアオガエルの産卵



考察






考察

2021.05.30 定義林道 2021.05.30 定義林道



まとめ



まとめ

2021.08.15 朴沢

〈現状〉 〈保護イメージ〉



産卵地の保護 産卵地の拡大と整備 ～水辺拡張作業の様子～

撮影日：2021年12月23日 撮影日：2022年1月15日

・6月以降から拡大と整備を計画
・2022年3月末頃の産卵に向けて、産卵地の拡大を実施



「宮城学院女子大学附属認定こども園 森のこども園」
園児との観察会

敷地内を散歩していた園児を招き、観察会を実施した。孵化したト
ウホクサンショウウオ、クロサンショウウオを観察し、園児は興味深そう
に観察していた。（実施日：2021年7月3日）



産卵地の保護 産卵地の拡大と整備 ～看板～

・看板を設置➡保護活動につなげていく
・雪解け後、設置予定。



産卵地の保護 産卵地の拡大と整備 ～看板～

・看板を設置➡保護活動につなげていく
・雪解け後、設置予定。



今後の展望

・サンショウウオの繁殖時期にあわせて、精密な観測を行う
予定で準備している。
・繁殖のための水辺の拡張の成果も確認する予定である。
・地域との連携に関しても、春の繁殖観察と合わせて深めて
いきたい。
（今年度は新型コロナウィルスの感染拡大により、満足に
実施できなかった。）
➡地元小学校との連携も新型コロナの影響を見ながら
実施していく予定である。
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